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兵庫県芦屋市東芦屋町６番10号　／　0797－23－9610

http://yumekoubou.or.jp./hoiku/ ／　e-mail：info@yumekoubou.or.jp

【基本理念】
１．社会福祉法人「夢工房」は、「社会福祉法」の理念を尊び、利用者の人権を保障する。
２．社会福祉法人「夢工房」は、第一に利用者の利益を尊重し、福祉サービスのよりよき供
給の担い手となるべく邁進する。

３．社会福祉法人「夢工房」は、常にサービス利用者の要望に答えるべく行動し、かつ地域
社会との共生を目指す。

【基本運営方針】
（老人福祉事業部門）
高齢者が自ら意思に基づき、自立した質の高い生活を送ることができるよう支援していく。

また介護保険に対応した新介護システムの確立等、将来ニーズに対応する為の研究、調査、
企画を行う。

（保育事業部門）
児童福祉法の理念を受け、また新保育指針のさたなる掘り下げに取り組み、来るべき直接

契約時代への施設の有り方、幼保一元化を見据えた保育システムの構築を図る。
また、保育園事業をその出発点に置いた我が法人としては、各地で行われる保育園設置の

企画にも積極的な意思表示を示していく。

特別養護老人ホーム
シスナブ御津（60名・ショートステイ10床）

ケアハウス
マリナグリーン御津（１人用15室）

保育園
○姫路保育園　　　　　　　（120名）
○イーグレ姫路保育園　　　（ 45名）
○夢保育園・夢保育園分園　（120名、分園30名）
○夢の園保育園　　　　　　（120名）
○浜風夢保育園　　　　　　（ 60名）
○山手夢保育園　　　　　　（120名）
○西宮夢保育園　　　　　　（ 45名）
○西北夢保育園　　　　　　（ 60名）
○夢の鳥保育園　　　　　　（140名）
○桜保育園　　　　　　　　（120名）
○よこはま夢保育園　　　　（ 60名）
○日吉西夢保育園　　　　　（120名）

※平成21年春開園予定園
○（仮称）さっぽろ夢保育園（120名）
○（仮称）つるみ夢保育園　（120名）
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スタッフのモチベーション高揚にむけて
～インセンティブ付与の取り組みについて～

社会福祉法人　夢工房

事業内容
及び定員
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①社会福祉事業 （※１）1,549,572,019円　　（※２）1,580,037,482円
②公益事業 （※１） 55,691,113円　　（※２） 55,580,013円
③収益事業 －　　　　　　　　　　　　　－
合計 （※１）1,605,263,132円　　（※２）1,635,617,495円

※１資金収支計算書の経常収入計から、経理区分間繰入金収入を控除した額を表示。
※２事業活動収入計算書の事業活動収入計を表示。

402名（非常勤含む）

○拡大し続ける「保育園部門」の実働者である保育士の量と質のバランスを取らなければなら
ないし、法人全体のソフトの拡充も重大な課題である。
○近未来に来るであろう保育制度改革にむけての夢工房のスタンスの確立と対応方針。
○老人介護事業での今後の方針。

当法人は１法人１施設の小さな規模の時代が40年以上もありました。しかし、平成７年に厚
生省駅型保育モデル事業による「駅前姫路保育園」を開設。保育ニーズの多様化に驚きを覚え、
保育園の新たな役割の存在に気付きました。
そして、一時期、本格的に参入しようとした介護保険事業での医療部門を持たない社会福祉

法人の弱さ、人材不足、保険料の減少、規模の縮小化から将来的な展望に不安を覚えました。
そんな中、三位一体改革、公立保育園の一般財源化等の規制改革の波の中、出生率の低下の

中にも地域によっては待機児童が存在する、という地域偏在の保育ニーズへ対応すべく、民間
移管事業に乗り出しました。
しかし、保育園拡大の事業を支える人材の確保（質・量ともに）に悩み、自前での優秀なや

る気のあるスタッフ育成に取り組むことにしました。

現在も試行錯誤を続けておりますが、人を使う難しさも知りましたが、人とともに働く楽し
さもそれ以上に覚えました。
人は何をもって「やる気」が出るのか？育つのか？を毎日模索いたしております。
現在のところ十二分なデータは持ち合わせてはおりませんが、離職率でみると
平成15年　18％　→　平成19年　5.2％
へと推移いたしております。
総従業員数が増加いたしておりますので一概には言えませんが、減少していることは間違い

ありません。
ちなみに色々なイベントや面談を通して、今では９割以上のスタッフの顔・名前を覚えまし

た。やはり、最後は人と人との関わり合いかただと痛感いたしております。

収入
（法人全体）
平成19年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景

発表する取組
みの現時点で
の効果






























